








全国家畜市場品質保証プログラム
（NSQA）
全国家畜市場品質保証プログラム（NSQA）を支えているのが、
オーストラリア家畜市場の建設と運営に関する全国基準です。同
基準は、食品の安全、製品の品質、家畜の識別、トレーサビリテ
ィといった家畜市場での主要な品質上の問題点や危害に関して
規定しています。

NSQAプログラムによる家畜市場の認証評価は、主要市場およ
び育成用家畜市場の全段階を通じて、全国基準を満たす家畜の
取り扱いがなされていることを証明するものです。

NSQAに関する詳細については www.ausmeat.com.au/audits-
accreditation/sale-yards- nsqa.aspxをご覧ください。

トラックケア 
トラックケアは、動物福祉、肉質、食肉の安全性を最大限に確保
することを目的とした任意の家畜輸送品質保証システムです。

トラックケアは、国際基準に含まれる品質保証原則に基づき確
立されたシステムであり、家畜の輸送はトラックケアの基準に従
い独立機関による査察によって検証されています。同システムはま
た、リスク管理にHACCPを採用しています。

トラックケアに関する詳細については www.alrta.org.au/
truckcareをご覧ください。





加工および 
流通における 
取り組み

家畜および赤身肉サプライチェーンの最終段階にある
のが加工と流通です。最終段階では、顧客の元に届く
製品が安全衛生基準をクリアしたものであることを確
実にするため、下記のような厳格なシステムや基準、管
理体制が採用されています。 

• 動物福祉

• オーストラリア規格（AS）

• オーストラリア連邦政府農業省（DA） 

• 食肉加工施設における製品トレーサビリティ

• 食肉輸送証明書

• オーストラリア連邦政府衛生証明書

• 監視プログラム

 – 製品衛生指標（PHI）

 – 全国残留検査（NRS）

• 輸送とシェルフライフ



動物福祉
食肉加工施設は、法律に基づき、家畜が搬送
されてからと畜処理に至るまでの全工程にお
いて、動物福祉を確実に配慮するよう求めら
れています。

食肉加工業界は、法的要件を満たす高水準の動物福祉の確保を
目的とし、家畜が加工施設に搬送されてから加工処理されるまで
人道的に取り扱われることを保証する、独立機関の査察を受け入
れるプログラムを開発しました。

さらなる詳細については www.amic.org.au/content_common/
pg-aawcs.seoをご覧ください。

オーストラリア規格
 （AS）
すべての食肉加工施設は、食用を目的とした
食肉の安全性の確保を目的としたオーストラ
リア規格（AS4696:2002）に従い、食肉およ
び食肉製品が衛生的に生産、輸送されるよう
操業しています。

オーストラリア規格のもとではまた、識別、トレーサビリティ、製
品の完全性の保持が求められており、HACCP原則を適用したリ
スク評価とリスク管理が重視されています。

すべての食肉加工施設は、オーストラリア政府の所轄当局により
承認および査察を受けた品質食品安全システムの書面化が義務
付けられています。



オーストラリア連邦政府
農業省（DA）
輸出向け認定を受けた食肉加工施設は、オ
ーストラリア連邦政府農業省（DA）が規定す
る1982年輸出管理法に基づいて操業してい
ます。

これまでオーストラリア連邦政府農水林業省（DAFF）の機関で
あったオーストラリア検疫検査局（AQIS）が実施していた認定
や監督業務は、現在、農業省（DA）が実施しています。農業省
は、1982年輸出管理法および従属法規、2005年輸出管理規定
（食肉および食肉製品）に基づき規制を行っています。

2005年輸出管理規定は、施設管理や品質システム、トレーサビ
リティ、製品の安全性や完全性から輸出に至るまでの全側面を
規定するものです。食肉加工施設には農業省の獣医官が常駐し、
下記の事項を実施しています。

• と畜前の家畜の衛生検査

•  施設操業開始前の日常衛生検査の検証

•  全生産工程における品質保証プログラムの有効性と
食肉の安全性の検証

•  食用を目的とした製品の安全性
および消費適性を保証するためのと畜後の検査の監視

農業省はまた加工施設の監査の実施に上級獣医官を採用してい
ます。 

農業省に関する詳細については www.daff .gov.au/biosecurity/
export/meatをご覧ください。

食肉加工施設における
製品トレーサビリティ
食肉加工施設に搬送された羊は、NLIS装置
およびLPA全国出荷証明書と運送状を通じ
て識別され、個体に関連するリスク要因が確
認されます。  

家畜および枝肉の身元は、顧客の規格に応じて部位ごとに切り
分けられるまで保持されます。

食肉および内臓肉は、加工施設、加工日時、製品内容を特定す
るGS1バーコードを印字したラベルが貼り付けられたカートンに
箱詰めされます。GS1バーコード・システムの使用により、と畜後
から流通までのトレーサビリティが保証されます。

枝肉やカートンに詰められた製品が別の加工施設に輸送される
場合には農業省が発行する食肉輸送証明書が添付されます。こ
の証明書には、輸送元および輸送先施設、製品数量、市場適格
性が記載されており、ここに輸送車両で使用される安全封印等の
情報が含まれることもあります。



監視プログラム
サプライチェーンを通じて実施される活動に
加え、オーストラリアの羊肉業界は食品の安
全性を検証するため、農業省が管理する以下
のような様 な々評価、監視プログラムを実施
しています。

• 製品衛生指標（PHI）
• 全国残留検査（NRS）

製品衛生指標
製品衛生指標（PHI）はオーストラリア規格（AS）によって義務
付けられている結果に基づき、と畜施設や解体施設の作業内容
を監視するために開発されました。PHIプログラムのもと、食肉
業界によって収集された作業内容の客観的測定結果（効果測定
指標－KPI）が農業省により検証され、各施設の衛生管理業務の
監視に使用されています。 

KPIには加工処理工程および製品衛生に関する視覚的かつ微生
物学的な測定が含まれています。KPIのひとつに一般大腸菌およ
びサルモネラ菌の測定（ESAM）があります。ESAMのもと、オー
ストラリアでと畜された輸出向けのすべての家畜の枝肉表面を対
象に、一般大腸菌およびサルモネラ菌の生菌数検査が実施され
ます。

全国残留検査（NRS）
全国残留検査（NRS)は、農産物や家畜を対象に農薬や動物用
医薬品の残留および環境汚染物質のリスクを管理するための連
邦政府の重要なプログラムのひとつです。残留物監視の目的は、
動物性製品に含まれる農薬や動物用医薬品の残留および環境
汚染物質の検査の円滑化にあります。

検査用のサンプルは加工処理量や輸出先国との取り決めに基づ
き、政府の獣医官によって全豪各地で無作為に採取されます。極
めて微量な薬品でも検出可能な方法により、毎年、幅広い農薬や
動物用医薬品を対象にした数千におよぶ食肉サンプルの残留検
査が行われています。基準値を上回りそうな量の薬品残留が認め
られた場合には、関係当局に連絡が行き是正措置が講じられ、
必要に応じてフードチェーンから該当製品が除去されます。

オーストラリア連邦政府
衛生証明書
食肉の輸出準備を整えた食肉加工施設は、
農業省から衛生証明書を電子的に取り寄せ
ます。

衛生証明書には、羊肉が衛生的に加工されたものであり、と畜前
の獣医学的検査で無疾病、またと畜後検査で食用に適すること
が確認された家畜由来のものである旨が記載されています。衛生
証明書は、オーストラリアおよび輸出先国の要件を満たす食肉に
対してのみ発行されます。

衛生証明書には、輸出業者、輸入業者、食肉加工施設、解体施
設、数量等の製品情報、コンテナ記号・番号、コンテナ封印番
号、船舶あるいは航空機詳細、荷積地、荷揚地等の情報、また輸
出先によって求められる追加的な申告内容が記載されています。
衛生証明書はセキュリティ用紙に印刷されており、製品がオースト
ラリアおよび輸出先国が求める要件を満たしていることを保証す
るものです。衛生証明書はまた、安全な電子的方法により輸出先
国当局に直接提供されることもあります。



輸送とシェルフライフ
加工された羊肉は、最適な保管温度に急速
冷却され、最終目的地に着くまで適温に保た
れます。 

食肉製品は完全性および安全性、またシェルフライフの延長の
確保を目的とし、加工施設や港湾施設間を冷蔵輸送されます。

チルド製品のシェルフライフは食肉の初期品質（pH値、色、微生
物学的質）や真空パック包装の状態、輸送中の温度管理に左右
されます。製品が適切に包装され、温度が適温範囲に保たれてい
る場合、チルド羊肉のシェルフライフは12週間です。

食肉加工業者は製品シェルフライフの検証が求められています。

MLA食品安全 
プログラム
MLA食品安全プログラムは、オーストラリア
の赤身肉業界全体における食品の安全に関
するイノベーションおよび専門知識の育成を
目的としたプログラムです。

このイニシアティブは食肉業界の持続性を確保し、サプライチェ
ーンに存在する企業が科学的に立証された新技術を導入できる
よう支援することを目的としています。

食品安全プログラムは食肉業界における以下のプログラムの開
発を目的としています。

• 食品媒介性危害に対する理解の向上

•  管理手順と安全慣行の評価および立証

•  食肉業界による新技術および新工程の導入に対する支援





関係支援機関

オーストラリア農薬・動物用医薬品局 
オーストラリア農薬・動物用医薬品局（APVMA）は、国内市場
に出回るすべての農薬、動物用医薬品の登録の一元化を目的と
して1993年に設立された連邦政府の監督機関です。オーストラ
リア国内で使用される農薬および動物用医薬品は法律によりす
べてAPVMAへの登録が義務付けられています。

APVMAは国内で店頭販売される農薬、動物用医薬品の評価、
登録、規制を行っていますが、これら医薬品の管理および使用に
ついては各州・準州政府機関が責任を負っています。

www.apvma.gov.au 

オーストラリア動物衛生局 
オーストラリア動物衛生局（AHA）は連邦政府、各州・準州政府
および全国の主要家畜業界組織によって設立された非営利法人
です。AHAは、家畜業界や政府、その他の関係機関と協力しなが
ら、オーストラリアにおける動物の健康衛生政策や慣行の改善
を促進する役割を担っています。

www.animalhealthaustralia.com.au

家畜バイオセキュリティ・ネットワーク
家畜バイオセキュリティ・ネットワーク（LBN）は、農家および農
業組織が、外来病の侵入や風土病のまん延に備え、自らが果たす
役割について理解できるようにすることを目的としており、疫病の
監視や検出、報告、対応等を行っています。

LBNは、農家や農業組織による動物福祉問題やバイオセキュリテ
ィ、緊急動物疾病対応、疫病監視に対する理解の向上を目的と
した活動を実施しています。

www.lbn.org.au

州・準州政府機関
オーストラリアでは、国際獣疫事務局（OIE）への届出義務のあ
る疾病を含む届出家畜伝染病の届出が確実に行われるよう、各
州・準州政府機関が関連法規の制定および執行に対し責任を負
っています。

これらの政府機関はまた、家畜生産者の持続性、効率性および
生産性の向上に向けた支援も行っています。

オーストラリアの羊肉業界による食品の安全、完全性、トレーサビリティ、生産
現場における動物福祉の取り組みは、下記の関係機関によって支えられてい
ます。




